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これまでの心理学と神経科学の研究によれば、人間は自分の行動によって引

き起こされる事象に対してあらかじめ脳内で予測しているため、その事象を実

際に知覚した場合、知覚処理が弱められていると言われている。その典型的な例

の一つとして、人間は自分で自分をくすぐることができないことが挙げられる。

しかし、このような現象の説明として、予測によって知覚処理が弱められるので

はなく、知覚処理に関わる神経活動があらかじめ活性化されたため、実際の入力

に関連する脳活動とベースラインの差分が小さくなっていると考えることもで

きる。本研究では脳波の定常視覚誘発電位（SSVEP）を用いて、制御される刺激

に関連する神経活動を調べた。その結果、制御は知覚処理を弱めるのではなく、

促進していることを明らかにした。 

 

Wen, W., Kuroki, Y., & Asama, H. (2019). The sense of agency in driving automation. 

Frontiers in Psychology, 10, 02691. https://doi.org/10.3389/fpsyg.2019.02691 

近年、自動運転技術は急速に進化し、身近な存在になってきた。2020 年 4 月

より日本においても公道上で「レベル 3」の自動運転が解禁になった。このよう

な背景において、人間とシステムが共同で車の挙動を制御する場面が増え、制御

権の変化が人間の知覚、注意、および行動選択に与える影響の解明が喫緊の課題

になっている。本論文では、人間とシステムが車を共同に制御する場合の主体感

に注目し、自動運転における運転手の主体感の生起、変化、計測に関する研究を

創設し、人間とシステムの間に We-mode の確立の重要性と方法論を提案した。 
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運動主体感とは、自分の行動によって外界の変化を引き起こしているという

主観的な感覚を指す。これまでの説によると、人間が行動を行う前に脳内で行動

の結果に対して予測が生成され、実際に入力される感覚情報と比べることで、運

動主体感を生起すると考えられてきた。本研究ではこの説のほかに、人間は新奇

で曖昧な環境において、行動の結果に対して予測を立てず、探索的な行動と蓄積

された感覚情報の間の規則性を検出することで運動主体感を感じるプロセスを

提唱した。実験では、探索的な行動では目的指向的な運動制御ができないものの、

運動主体感が強く伴うことを証明し、運動主体感の生起に新しい理論を提案し

た。 
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 人間にとって、「自己」とは世界のほかの部分とは異なる存在であると考えら

れる。本研究は、人間が行動を通して自己の範囲を認識する場合、自己と他者の

変化が連続した場合においてもカテゴリ知覚が成立し、自己と他者が別々のカ

テゴリとして組織化していることを明らかにした。実験１では、制御の変化を検

出する感度は自己と他者の境界線で最も高いことを示した。実験２では、カテゴ

リの境界線での変化は最も注意を引くことを示した。これらの現象は、カテゴリ

知覚を支持する典型的な現象である。したがって、私たちの知覚と認知システム

は自己と他者を区別するために組織化されており、自己を素早く認識するため

に構築されていると考えられる。 
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日常生活において、人間は環境の中の事象や物体に対して様々な制御を行っ

ている。このような制御は運動学習、機械の不具合、外乱などの原因によって変

化することがある。本研究では制御の変化に対する知覚感度に注目し、環境に対

する制御の文脈の効果を検討した。実験の結果、制御の変化の程度が同じであっ
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ても、文脈によって検出感度が大きく異なることが分かった。このような結果か

ら、著者らは制御の検出の 2段階説を提案した。人間はまず、環境に対する大ま

かな制御（文脈）をセンシングし、このセンシングの結果によって知覚システム

の感度が調節される。環境に対してすでに高い制御が得られている場合は、人間

は制御の低下に敏感である。一方、環境に対して制御できるかどうかが曖昧な場

合においては、人間は制御の獲得に高度に敏感であることが分かった。 


